
月面着陸となれば民間企業として世界初

「Expand our planet. Expand our future.」をビジョンに掲げ、人類の生活圏を宇宙に

広げ持続的な世界を実現するべく、月面開発の事業化に取り組んでいる。独自の

ランダー（月着陸船）とローバー（月面探査車）を開発し、月に輸送する物資である

顧客の荷物（ペイロード）を輸送するペイロードサービスを軸に事業を展開する。

2022年12月、同社が開発したランダーは、米国 SpaceX社のロケットに積まれ、打

ち上げられた。打ち上げ後約45分でロケットから切り離され、現在自身で燃料噴射

による軌道制御等を繰り返し、月遷移軌道と呼ばれる軌道へ入り、約4カ月の期間

をかけて月の周回軌道へと入った後に月面着陸をする予定。月面着陸が実現でき

れば民間企業としては世界初となる。

ランダーにはJAXAの月面ロボットや日本特殊窯業の固体電池などが積まれている。

月面では夜には気温はマイナス170℃まで低下することがあり、一般的な電池は使

用できない。今後人類が月面で活動していく上では、電力源として電池は欠かせな

いが、日本特殊窯業では、この地球上とは異なる環境で電池の実験を進める。

同社はこれら顧客が月面で実験したい製品を輸送し、実験データを提供するサー

ビスの実現を目指している。

今回のミッション1ランダーに搭載されたペイロード

• 日本特殊窯業の固体電池

• UAEドバイ政府宇宙機関MBRSCの月面調査ローバー

• JAXAの月面ロボット

• カナダ宇宙庁によるLEAPの一つに採択されたMCSSのAIフライトコンピュータ

• カナダ宇宙庁によるLEAPの一つに採択されたCanadensysのカメラ

• HAKUTOクラウドファンディング支援者の名前を刻印したパネル

• HAKUTOの応援歌であるサカナクションの「SORATO」の楽曲音源を収録した

ミュージックディスク

ｉｓｐａｃｅ

9348・100株

4月12日
東証グロース上場



ワコム

6727 東証1部

ｉｓｐａｃｅ

9348・100株

4月12日
東証グロース上場

「HAKUTO-R」ミッション1、第7段階まで成功

22年12月の打ち上げ（「HAKUTO-R」ミッション1）については、打ち上げから着陸ま
での間に10段階のマイルストーンを設定しており、それぞれに設けたサクセスクラ
イテリアを達成することを目指している。ミッションの途中で何らかの課題が発生し
た場合にも、その時点までに得たデータやノウハウなどの成果を正確に把握した
上で、2025年までに後続するミッション2、アルテミス計画に貢献するミッション3へ
とフィードバックし、技術と事業モデルの信頼度及び成熟度を商業化に足る水準に
まで高めることを計画している。
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23年3月21日には、「HAKUTO-R」ミッション1において、最初の月周回軌道投
入マヌーバによるランダー（月着陸船）の月周回軌道投入を完了し、ランダーと
ペイロード（顧客の荷物）を月周回軌道に投入する能力を実証した。これにより、
ミッション1マイルストーンの第7段階である「Success7」が完了した。

22年12月11日の打ち上げ後、複数回の軌道制御マヌーバを含むランダーの運
用を約3か月に渡り、概ね計画通り遂行した上で、ランダーを月周回軌道へ投
入させるためにこれまでと比較してより長時間継続したマヌーバを実行できた
ことは、ランダーが設計通り機能することの証明だけでなく、同社エンジニアが
長時間の宇宙空間での運用を安定的に遂行する能力を有していることを示し
た。

また、今回ランダーを予定通り月周回軌道に投入することが出来たことにより、
同社が、ペイロードを月周回軌道へ輸送するための技術能力と運用能力を備
えたサービス・プロバイダーであることが実証された。

現在、同社では多くのグローバルな顧客との間で、将来の月面ミッションに関
する検討を精力的に続けているが、その中には、月面着陸ばかりでなく、月周
回軌道への輸送の需要も多く確認されている。ミッション3では、地球と月の裏
側の着陸地点との通信を確立するため、2機の中継衛星を月周回軌道に投入
する予定であり、今回のミッション1で得た貴重なデータやノウハウはミッション3
にもフィードバックされ、その技術的信頼度を高めることに活用されることが期
待されている。

ミッション1の月面着陸は23年4月下旬が予定されている。
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ペイロードサービスを軸に3つのサービスを提供

提供サービスは主に3つに分類され、ペイロードサービス、パートナーシップサービ
ス、データサービスである。24年3月期連結売上高は62億円を見込んでいるが、ペ
イロードサービス55億円、パートナーシップサービス7億円、データサービス0.2億

円である。

(1)ペイロードサービス
月に輸送する物資である顧客の荷物（ペイロード）を同社グループのランダーや
ローバーに搭載し、月まで輸送するサービスを提供する。ロケットの打ち上げから
月面へのペイロードの輸送は勿論のこと、打ち上げの約1～2年前頃を目途に開始
される、顧客のペイロードをランダー及びローバーに搭載するための技術的なアド
バイスと調整、更には月面到着後の実験や、これらに関連するデータ通信等に係
るサービスの提供まで含まれる。

同社グループでは、基本的に1機のランダーによる1回の月着陸及び月面探査の
プロジェクトを「1ミッション」と定義し、ミッション単位で事業を運営している。同社グ
ループでは、初の月面着陸ミッションとなる2022年のミッション1及び、続く月面探
査ミッションとなる2024年（予定）のミッション2を、技術実証ミッションとして位置付
け、これら2ミッションを総括して「HAKUTO-R」プログラムと呼称している。同社のラ
ンダーはSpaceX社のファルコン9ロケットにより打ち上げられ、成層圏を超えた宇
宙の比較的地球に近いポイントまで運搬された後、ロケットから放出され、ラン
ダー自身で燃料噴射による軌道制御等を繰り返した後、月遷移軌道と呼ばれる軌
道へ入り、約4ヵ月の期間をかけて月の周回軌道へと入った後に月面着陸をする。
着陸後はローバー（同社自身の開発ローバーはミッション2以降で輸送する計画）
等の一部の稼働ペイロードはランダーから放出され、また一部のペイロードはラン
ダー内部に搭載されたまま、月面での観測活動等を行い、データ収集等を行う。

取得したデータは同社のランダーを経由して地球に伝送される計画であり、月面に
おけるミッション期間は現在のところ、太陽光エネルギーをランダー及びローバー
が獲得可能な、月の日中時間（約14日間）をミッション1では計画している。本サー
ビスは、ペイロード重量に応じて1kg当たりの価格を顧客に課金する料金体系であ
り、ロケット打ち上げの1～2年前の本契約時からロケット打ち上げまでの間に、そ
の全額が一括若しくは複数回に分割されて入金される。

(2)データサービス
同社は将来的にデータサービスを主要サービスの1つとして提供する予定となって
いる（2024年3月期より売上計上見込み）。顧客自身がペイロードを準備の上、同
社に輸送を委託し、月面や月周回軌道から地球へ試験データをフィードバックする
同社のペイロードサービスを活用した直接的なデータ収集に加えて、顧客が同社
のペイロードを利用してデータ収集を行い、地球へその結果をデータとして送り返
し、解析の上、次なるR＆Dへ活用したいというニーズが確認されている。同社では
これをデータサービスとして定義しており、ミッション1では、LEAPに採択されたカナ
ダの民間企業であるNGC Aerospace Ltdとの間で、同社が開発するカメラを利用し
て月面画像データを取得するという契約を締結している。
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(3)パートナーシップサービス
同社グループは、同社グループの活動を、コンテンツとして利用する権利
や広告媒体上でのロゴマークの露出、データ利用権等をパッケージとして
販売し、技術開発や事業開発で協業を行うパートナーシップ・プログラム
の提供を行っている。過去にはGoogle Lunar XPRIZEに伴う同社の活動
に関するパートナーシップ・プログラムを実施し、累計約10億円の売上を
計上した。続く、史上初の民間による月面探査プログラムとなる
「HAKUTO-R」においても、ミッション1及びミッション2の活動期間を対象と
するパートナーシップサービスを提供しており、現在、複数の民間企業と
パートナーシップ関係を構築している。
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月面輸送ビジネスは80億ドル超えの市場となる可能性も

宇宙ビジネス全体では様々な事業領域が存在し、その中でも同社は1,502億ドル
の獲得可能な最大市場規模（TAM）を見込む月面輸送および207億円ドルのTAM
を見込む月データに係る2つのサービスを手掛けている。

宇宙市場全体では、2040年代には、その市場規模はグローバルで1兆ドル以上に
成長するとの予想がある。その中でも、同社がターゲットとする月面輸送市場は
2040年には84億ドルまで達するとの予想もある。
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中長期の業績見通し

ペイロードサービスは、打ち上げ前の技術検討及びコンサルテーションの提供、

打ち上げサービスの準備、打ち上げ後の月面でのオペレーションまでを含む総

合サービスの提供が基本となる。そのため、打ち上げの約1～2年前を目途に締

結される、顧客との最終契約締結時からミッション完了時まで、長期間に亘って

継続的に同社の役務提供が発生し、同期間に亘り売上が計上される。

22 年 12 月に打ち上げを実施したミッション１の売上の多くは、24年3月期に計

上されることが見込まれるため、同期売上高は23年3月期比6倍強の62億円が見

込まれている。

24年にはミッション2、25年にはミッション3の打ち上げが予定されており、売上高

は拡大基調が続くと思われる。損益については当面費用が先行し損益分岐点を

超えるまでには数年の時間は必要と思われる。
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